ばなら な い。 こ- J に 世界的 世界 形成 主義と 国際 連盟 主 

義 との 根本的 相違が あるので ある。 

神皇 正統 記が 大日 本 者 神国な り、 異朝に は 其た ぐい 

なしと いう 我国の 国体に は、 絶対の 歴史的 世界 性が 含 

まれて 居る ので ある。 我 皇室が 万世一系 として 永遠の 

過去から 永遠の 未来へ と 云う こと は、 単に 直線 的と 云 

うこと ではなく、 永遠の 今と して、 何処まで も 我々 の 

始 であり 終で あると 云う ことで なければ ならない。 天 

地の 始は 今日 を始 とすると いう 理も、 そこから 出て 来 

るので ある。 慈遍は 神代 在 今、 莫謂 往昔と も 云う (旧 



事 本 紀玄義 )。 日本 精神の 真髄 は、 何処まで も 超越 的 

なる ものが 内在的、 内在的なる ものが 超越 的と 云う こ 

とに あるので ある。 八紘 為 宇の 世界的 世界 形成の 原理 

は 内に 於て 君臣 一体、 万民 翼賛の 原理で ある。 我国 体 

を 家族 的 国家と 云っても、 単に 家族 主義 的と 考えて は 

ならない。 何処まで も 内なる ものが 外で あり、 外なる 

ものが 内で あるの が、 国体の 精華であろう。 義乃 君臣、 

情 兼 父子で ある。 

我国の 国体の 精華が 右の 如くなる を 以て、 世界的 世 

界 形成 主義と は、 我国 家の 主体性 を 失う ことで はない。 

これ こそ 己 を 空う して 他 を 包む 我国 特有の 主体的 原理 
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